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ラテンアメリカ学会第 40 回定期大会、創価大学、2019年 6 月 1 日。（個
別報告）
“La visibilidad expuesta y la reivindicación de los nikkeis en Argentina”, 
en el Simposio internacional “Medios audiovisuales y migración 

















The International Encyclopedia of Surrealism （3 volumes）, Bloomsbury 












“Lost on the border：Kiyoshi Kurosawa’s Tabi no Owari Sekai no 
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中　村　隆　之
単行本
1 ）『ダヴィッド・ジョップ詩集』（編訳）、夜光社、2019年 3 月。




1 ）「エドゥアール・グリッサンと『アコマ』（ 3 ）」『人文論集』57号、2019
年 3 月、164　130頁。
その他（翻訳、書評、エッセイ等）




57号、2019年 3 月、i　vi 頁。
3 ）「カリブ海文学研究者　中村隆之さん」『聖教新聞』第20080号、2019年
4 月12日、 6 面。
4 ）「書評 泉ゆたか『髪結百花』：遊女たちの脆い生を描く」『図書新聞』
3396号、2019年 4 月20日、 8 面。
5 ）「感傷図書館 第14回 陣野俊史『泥海』私たちの住む場所はどこであれ
戦場となりうる：『泥海』は、私たちの視界からは不明瞭な今日の世界の
突端を捉えようとする 「テロル」 の冒険」『図書新聞』3399号、2019年 5
月18日、 8 面。
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6 ）「書評 ゾベル『黒人小屋通り』」『ふらんす』2019年 6 月号、64頁。
7 ） カ ー ル・ ブ ル ア ー ル「 お れ た ち 」『MELE Archipelago』Editura 
Archipelago、2019年 6 月、92　93頁。
8 ）「2019年上半期読書アンケート」『図書新聞』3408号、2019年 7 月20日、
3 面。
9 ）「書評 ジョージ・ラミング 『私の肌の砦のなかで』：外界を隔つ 「私の
肌の砦」」『週間読書人』 8 月30日号、 5 面。
10）「対談 管啓次郎×中村隆之 過去は常にこれから到来する：小さな場所
の網状組織が世界を奪還するＥ・グリッサン『第四世紀』（インスクリプ
ト）」『図書新聞』3419号、2019年10月19日、 1 　 3 面。
11）「『越境広場』に集う言葉のために：東京からオキナワ、もちよる言葉」
『越境広場』 6 号、2019年 9 月、109　115頁。
12）「感傷図書館 第15回 北村崇郎『ニグロ・スピリチュアル』キリスト者
の 「黒人」 は内面の植民地化を受け入れた人々なのか：人は 「アフリカの
現前」 をもはや過小評価しえないだろう」『図書新聞』3399号、2019年11
月 2 日、 8 面。
13）「感傷図書館 第16回 ファトゥ・ディオム『大西洋の海草のように』「去
る」 こととは、〈私〉を産む行為なのだ：過酷な現実への皮肉り方が、本







1 ）“Modernité noire chez les étudiants et intellectuels antillais à Paris 
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durant l’entre-deux-guerres” 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム “Paris créole : son 
histoire, ses écrivains, ses artistes （XVIIIe-XXe siècle）” ソルボンヌ大学
サル・デ・ザクト、2019年 2 月27日。
2 ）国際シンポジウム “Paris créole : son histoire, ses écrivains, ses artistes 
（XVIIIe-XXe siècle）” の初日午後の文学セッションの司会担当、ソルボン
ヌ大学サル・デ・ザクト、2019年 2 月27日。






女子大学本館 B101教室、2019年 3 月16日。
5 ）「『プレザンス・アフリケーヌ』誌の論説を読む」AA 研共同利用・共同
研究課題「『プレザンス・アフリケーヌ』研究（ 2 ）テキスト・思想・運
動」2018年度第 3 回研究会、AA 研マルチメディア会議室（304）、2019年
3 月23日。
6 ）“La traduction d’Édouard Glissant en japonais et la réception du 
Discours antillais au Japon” 国際シンポジウム “Édouard Glissant et Le 









9 ）“Discours d’ouverture” 国際シンポジウム “Présence africaine : espaces, 
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langues, cultures, politiques et sociétés dans l’espace francophone” 
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断的調査の結果より. 日本独文学会春季研究発表会、学習院大学、2019年
6 月 9 日.
2 ）Die Rolle der Vorfeldelemente bei der Realisierung von Verbzweit-
Strukturen im Deutschen als Fremdsprache. Aufmerksamkeit in der 
Lernersprache. Asiatische Germanistentagung 2019, Sektion 9. 北海学
園大学、2019年 8 月27日.（Nicole Schumacher との共同発表）
3 ）Entwicklunmgstendenzen in der Lernersprache. Abweichungen von 
der Zielsprache oder zielsprachliche “disfluency”? DaF-AG Wien. ウィー
ン大学大学院ドイツ語教育研究科. 2019年10月30日.
その他
Workshop “Analyse lernersprachlicher Daten”. ウィーン大学大学院ドイ























4 月 5 日号、中外日報社、 6 面。
対談：守中高明×栗原康「他力の思想を生きる」、『図書新聞』2019年 4 月 6
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「日本仏教思想と新たな相互扶助社会の理論　　法然・親鸞・一遍から現
代へ」、2019年 6 月〜2020年 3 月。

